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輝く鳥取創造本部中山間・地域振興局人口減少社会対策課

鳥取県の人口関係統計について



鳥取県の人口の将来推計（平成30年推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）

「日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）」は、国立社会保障・人口問題研究所が、将来の人口を
都道府県別・市区町村別に求めることを目的に、平 成 27（2015）年の国勢調査を基に、平成 57（2045）
年までの 30 年間について、男女５歳階級 別に推計したもの。

推計の根拠は、2005年〜2010年の動きをベース。人口減少への影響力は、自然減：社会減＝8：2。
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鳥取県の人口の将来推計（平成30年推計）
（国立社会保障・人口問題研究所）

【参考】市町村別の推計人口及び指数
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鳥取県人口の⻑期推移
鳥取県の人口は1988年をピークに微減傾向が続き、2000年以降は減少傾向が大きくなっている。
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鳥取県の年齢区分別人口の推移
1955年に33.1％を占めていた14歳以下の人口は、2022年には12.3％まで減少。（少子化）
1970 年頃まで10％に満たなかった65歳以上の人口は、2022年には33.3％まで増加（高齢化）
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鳥取県の人口動態①
（増減グラフ）

近年の人口減少は、自然増減（出⽣数−死亡数）による影響が大きい。
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鳥取県の人口動態②
（年齢別人口移動状況）

社会増減（転⼊−転出）の、主な減少要因は若い世代（１５歳〜２９歳）の転出。
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鳥取県の合計特殊出⽣率
出⽣数自体は減少傾向が続いている。
合計特殊出⽣率は2008年に1.43まで低下したが2013年以降は1.6台で推移し全国トップクラス。
（2022年の1.6は全国3位）

※完結出生児数：結婚持続期間15〜19年夫婦の平均出生児数
※合計特殊出生率：15歳〜49歳までの女性の年齢別出生率の合計 8



鳥取県の⽣涯未婚率・平均初婚年齢
未婚率は男女とも増加傾向。平均初婚年齢の上昇傾向も含めて出⽣率・出⽣児数に影響を与えている。

⽣涯未婚率 平均初婚年齢

初婚年齢別の完結出⽣児数

※完結出生児数
結婚持続期間15〜19年夫婦の平均出生児数 9



鳥取県の移住者数、年代別・移住理由
鳥取県の移住者数は令和３年度に過去最多の2,368人となった。
移住理由では、20代以下が「就職」、30〜40代は「就職」「結婚・子育て」、50代以上は「退職等に
よる帰郷」「田舎暮らし」を主に挙げている。
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